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明モ
ン
ゴ
ル
を
追
い
払
い
、

中
華
帝
国
を
回
復
し
た
明

「回
復
中
華
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
中
華
帝
国
が
復
活

一死
↑
６４
参
照
）
で
は
、
北
方
の
少
数
民
族
で
あ

る
モ
ン
ゴ
ル
人
が
多
数
民
族
の
漢
民
族
を
支
配

す
る
身
分
制
度
を
と
っ
て
い
た
が
、
宮
廷
内
で
の

権
力
争
い
や
財
政
の
窮
乏
に
よ
る
経
済
の
混
乱

な
ど
か
ら
、
一渓
民
族
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。

１
３
５
１
年
、
江
南
地
方
で
紅
巾
の
乱
と
よ

ば
れ
る
大
規
模
な
農
民
反
乱
が
起
こ
り
、
一死
を

打
倒
し
、
一渓
民
族
の
王
朝
を
復
活
さ
せ
る
動
き

が
高
ま
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
モ
ン
コ̈
ル
人
は
モ

ン
コ̈
ル
高
原
へ
撤
退
し
、

６８
年
、
農
民
出
身
で
紅

巾
の
乱
に
も
加
わ
っ
て
い
た
朱
元
障
が
、
「
回
復

中
華
」
を
旗
印
に
応
天
府

（南
京
）
を
都
と
し
て

明
を
建
て
た
。
長
い
中
国
の
王
朝
交
替
史
の
な

か
で
も
、
農
民
か
ら
皇
帝

に
の
ぼ
り
つ
め
た
例

は
、
ほ
か
に
漢
の
高
祖
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

洪
武
帝
と
な
っ
た
朱
元
環
は
皇
帝
権
力
の
強

化
を
図
り
、
行
政
府
で
あ
る
六
部
を
皇
帝
直
属

と
し
、
科
挙
●
５２
参
照
）
を
復
活
さ
せ
た
。
ま
た
、

民
衆
を
民
戸
曾
辰
民
）
と
軍
戸
（軍
人
）
に
分
け
、

民
戸
は
里
甲
制
に
よ
る
徴
税
を
実
施
し
、
軍
戸

は
衛
所
制
に
よ
る
兵
制
を
敷
い
た
。

対
外
政
策
を
進
め
た
永
楽
帝
、

そ
の
死
後
は
北
虜
南
倭
に
苦
し
む

洪
武
帝
の
死
後
、
実
力
で
帝
位
を
奪
い
取
っ

た
永
楽
帝
は
、
大
運
河
を
改
修
し
て
豊
か
な
江

南
と
華
北
を
結
び
、
都
を
順
天
府
（北
京
）
に
遷

し
た
。
ま
た
、
数
度
に
わ
た

る
モ
ン
コ̈
ル
高
原
へ
の
遠
征
、

ベ
ト
ナ
ム
併
合
、
鄭
和
の
遠

征
な
ど
、
積
極
的
な
外
交
を

進
め
た
。

永
楽
帝
の
死
後
、
北
方
の

タ
タ
ー
ル
や
オ
イ
ラ
ー
ト
が

勢
力
を
回
復
し
、
一畢
北
を
脅

か
す

一
方
で
、
沿
海
部
で
は

中
国
人
、
日
本
人
の
私
貿
易

商
人
に
よ
る
襲
撃

（後
期
倭

寇
）
が
頻
発
し
、北
虜
南
倭
と

な
っ
て
明
の
体
制
を
揺
る
が

し
た
。

明
代
に
は
、
農
業
を
は
じ

め
各
種
産
業
が
発
達
し
、
化貝

幣
経
済
が
浸
透
し
た
。
銀
の

流
通
が
進
み
、
そ
の
影
響
で
、

税
を
銀
納
と
す
る

一
条
鞭
法

が
普
及
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

銀
の
需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
メ
キ
シ
コ
や
日
本

か
ら

銀
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
一渓
人
の
文
化
が
復

興
し
、
実
践
を
重
視
す
る
新

し
い
思
想
と
し
て
陽
明
学
が

生
ま
れ
た
ほ
か
、
四
大
奇
書

と
よ
ば
れ
る
『水
滸
伝
Ｌ

三

国
志
演
義
Ｌ

西
遊
記
Ｌ

金

瓶
梅
』
が
完
成
し
た
。

第3代永楽帝は、オイラートなど北方民族を撃退。
ベトナムを併合し、南方にも勢力を広げた。

ウイグル 「
~響侵亀 北

方
民
族
の
支
配
に
対
し
、

漢
民
族
復
興
の
動
き
が

高
ま
り
、
明
が
建
国
。

中
華
帝
国
が
復
活
す
る
。

一只

華
僑
進
出
の
下
地
と
な
っ
た

鄭
和
の
大
遠
征

‐５
世
紀
初
め
、
明
の
永
楽
帝
は
諸
国
に
対
し

て
朝
貢
を
求
め
、
各
地
に
宦
官
を
派
遣
し
た
。

そ
の
な
か
で
最
も
規
模
の
大
き
い
も
の
が
鄭
和

に
よ
る
大
遠
征
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
っ
た
鄭
和
は
、
お
よ
そ

６０
佳
又
、
２
万
人
を
超
え
る
乗
組
員
か
ら
な
る
大

艦
隊
を
率
い
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
Ｚ
フ
ビ
ア

半
島
、
ア
フ
リ
カ
東
岸
な
ど
へ
７
回
に
わ
た
っ
て

遠
征
し
た
。
こ
の
結
果
、

５０
か
国
以
上
が
明
へ
朝

貢
を
行
い
、
遠
征
し
た
地
域
の
社
会
、
経
済
に

も
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
中
国
人
の
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
豊
富
に
し
、
の
ち

に
華
僑
が
進
出
す
る
下
地
と
も
な
っ
た
。
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含貿易のルート

1368～ 1644年。
朱元障が建国し応天

イン ド

スラノヽヤ。

元末期の 1351～ 66年に起こつた宗教的農民反乱。元の滅亡と明の成立の契機となった。氾濫した黄河の治水工事に徴用さ
れた人々を、秘密宗教結社である白蓮 (びゃくれん)教会の会首が組織した。反乱軍は白蓮 弥勒 (みろく)教徒が中心で、赤い
頭巾をかぶつたことからこの名がついた。紅巾軍は一時、華北、華中に勢力を広げたが、やがて内紛で分裂した。

印Ь酵

アフリカ

66
乱の

ユ巾「紅岬
Ｗｏｒｄ

靖難の変

建文帝と燕王による帝位継承をめぐる

内乱。燕王が即位して永楽帝となった。

土木の変

明の正統帝がオイラートのエセン

=八ンと戦い、捕虜となつた事件。

勘合貿易

明が許可を与えた日

本や東南アジア諸国

との間で行つた貿易。

倭寇や海賊と区別す

る渡航証明書 (勘合)

を必要とした。

インド:羊

莫F和の遠征路

鄭和の大遠征は、ヨーロッパ人の大

航海時代 (()p.84)に先駆けるこ

と100年。艦隊の規模、航海距離

とも、史上空前のものであつた。

・ 漢城


